
5 月１８日春のまるごと市 
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お茶の時間が長くな
ってしまうことも

多々ありますが、楽
しい時間です。 

｢絵手紙講習会｣は始
め 

オープンして 5年です 
時が経つのは早いもので、 

まるごと館は６月 6 日で 5 周 

年になりました。始めの頃は 

訪ねて来られる人が少なく、暇な 

時間が多くてやっていけるだろうかと
不安でした。個人的に挿し木をしたり、
色鉛筆で絵を描いたりして過ごしてい
ました。現在、まるごと館前で咲いてい
るあじさいはその時のものです。 

地域のサロンと言っても 

『地域の人たちの出会いやつながり、絆
が次第に薄れ「無縁社会」化していくなか
で、少しでも心の安らぎを取り戻せる「場
づくり」ができないかと考え、････』(まる
ごと館たより32号より) と言ってもどこ 

 

           かアピール 

する部分や魅力がな 

いと、場があっても誰 

も来ません。そんな中 

でもまるごと館が歩んで
来られたのは、カゲでいつも力になって
下さる方々の存在があったからだと思い
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

1 月の｢餅
つき会｣はい

つも 10 数臼
つき、賑わい
ます。若い方
の参加が望
まれます？5

月と 10 月の
｢まるごと市｣
(上の写真)は
既に10回実施 

 

2014年4月パソコン教室 

5 月１８日春のまるごと市 

年
１
月
餅
つ
き
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2013年12月クリスマスコンサート 

2013年 6月ぬか床講習会 

2014 年 2 月味噌作り 

しています。少しずつ定着して来たの
かな、心待ちにして下さる方がお
られ嬉しいです。 

12 月｢クリスマスコンサート｣は賑や

かに楽しい時間を過ごしていただける 
 

 

 

    講習会は････ 
オープン以来、毎年 2月の｢味噌作

り講習会｣ではビール瓶で煮大豆を
つぶして味噌を作ります。連続して 

 

て見て下さい。他に昨年は 6 月
に｢布ぞうり講習会｣、8 月と 10
月に「エコクラフトでカバンを
作る」、11 月には｢沢庵漬け講習
会｣、12 月｢干支の切り絵の講習
会｣、｢リース作り｣、｢しめ縄作り

講習会｣、今年3月には「マット作
り講習会」と行なって来ました。 

定例化した講習会は 
毎週月曜日のパソコン教室

は取り組み出して２年余りに
なります。参加者のそれぞれの 
の課題に応じて進められます。 
 
 

まるごと館があって良かった 

 

こと確実で
す。昨年は
｢上谷耕造を
偲んで｣、ま
るごと館が
いっぱいに
なるくらい
多くの方が

きて下さい
ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加される方も多く、毎回新しい

発見と、自分で味噌を作る幸せを
感じながら参加しています。6 月の
｢ぬか床講習会｣では美味しい漬物
に出会えます。特に夏野菜は漬物 

 

 

に最適で
す。特に瓜
はおすすめ
です。参加
されて市販

のものと違
いを味わっ
て見て下さ
い 

ご参加下さ
い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さをり体験 

毎年の行事として 

 

2014 年６月 10日/４６号 
＜発行＞八幡まるごと館/八幡市男山松里１２－２０
（TEL&FAX）０７５－９８３－３６６４ 
（E-MAIL）yawata@marugotokan.net 
ホームページは http://marugotokan.net/ 
又は、八幡まるごと館で検索して下さい 

●   
八幡まるごと館は街行く人のだれもが自由に立ち寄れる“地
域サロン”です。休館日は毎週火曜日全日と土･日午後です。 
 

mailto:yawata@marugotokan.net
http://marugotokan.net/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜パソコン教室＞  基本的には毎週月曜日 10 時～12 時です 

６月 9 日、16 日 、23 日、30 日パソコンを持って来て下さい。 

参加費用  300 円(コーヒーつき) 

次月は７月７日、14 日、21 日、28 日の予定です。 

<絵手紙講習会>   ちょっとゆったりしませんか。 
６月 11 日 (水)です。午後 1 時 30 分～  特に持ち物は要りません。
講師 森本玲子さん 参加費 450 円(コーヒーつき) 

次回 ７月９日(水)です 

＜ぬか床講習会＞ 

６月 12 日(木)10 時～13 時  カメ エプロン 
参加費 500 円(簡単な昼食をともにとります) 

講師 使い捨て時代を考える会より 安井富子さん、高橋佐知子さん 

＜ベストを編んでみませんか＞ 

6 月 12 日(木)午後 1時 30 分～講師 松浦葉子さん 

持ち物 棒針(毛糸についている紙に棒針の表示がありますので、それ
に従って決めてください) お好きな色の糸(並太全部で 300ｇ用意し
てください)   筆記用具が必要です。 

＜マットを作りませんか> ６月 18 日(水) 10 時～    

講師 森本玲子さん  靴下の不要になった部分で敷物をつくりま
す。夏でもいいです。車の座席や椅子にも最適です。持ち物は特に不
要です。参加費 400 円です。 

<布ぞうり講習会> 

日にちは決まっていませんが、ご希望の方がおられた 
ら講習会を開きます。講師 盛田幸義さん まるごと館 
までご連絡ください。用意していただく物は洗濯ばさみ、ハサミ、布
(T シャツ，手持ちの布、ゆかたなど)を幅 8 ㎝ぐらいで長さは最低 1
メートル 20 ㎝ぐらいの長方形 14 枚必要です。  

八幡まるごと館 ６月・７月の予定   

 

＜あんなこと・こんなこと＞ 
 「あとから来る者のために」 
あとから来る者のために 
田畑を耕し 種を用意しておくのだ 

山を 川を 海を きれいにしておくのだ 
ああ あとから来るの者のために 
苦労をし 我慢をし みなそれぞれ
の力を傾けるのだ 
あとからあとから続いてくる あの
可愛い者たちのために 
みなそれぞれ自分にできる なにか
をしてゆくのだ    

 

 
 

5 年間何とか続けられたのは（前
ページにも書きましたが）、多くの
方々のサポートがあってのことで
す。最初から関わって下さってい
る方々、ほとんど毎日野菜を届け

て下さる野菜生産者の方々、まる
ごと館のことを理解されて講師を
引き受けて下さる方々、ご近所の
方々、野菜を買いに来て下さる
方々････書いたらきりがありませ
ん。お陰様でたくさんの方とつな
がりができました。ありがとうご
ざいました。 

まるごと館があって良かった 
そう言われることをめざして、

これから先の 1 年を歩んで行けた
らと思います。今後ともどうぞよ
ろしくお願い致します。 

 

まるごと市で絵手紙展示 

この詩を京都新聞の朝刊で読み 

ました。坂村真民さん(1909～2006) 
という方が書かれたそうです。 
 
 
 

 

夏野菜を漬物にしませんか 

2014 年 5 月絵手紙講習会 

さをり織りのご案内 

ご近所の方から、さをり織り機
一式を「まるごと館で使って下さ
い」といただきました。その趣旨
から、「ひととのつながり」や「も
のを作る、織る」ことの実感を大
切にして有効に使用していきた
い、と考えます。 
さをり織りに興味のある方はど

うぞと言っても、織り機(さをり
65)は一台ですので順番が来るまで
待っていただくことが多いです。ご
自分の空いた時間にまるごと館に
来ていただき、織りたい物を織って
ください。とても気持ちよく、とり
こになるくらい楽しいです。 
無理だと思っておられる方も

どうぞ、一歩踏み出して下さい。 
素人ですが、お手伝い致します。 

＊ 

めて丁度 1 年にな
ります。月１で第2

水曜午後です。季

節のものを題材に
して、わいわい言
いながら、楽しい 

時を過ごしてい 

 

 

 

「ねがい」 

ただ一つの 

花を咲かせ 
そして終わる 

この一年草の 

一途さに触れて 
生きよう 

 

 

 

 

「今を生きる」 

咲くも無心 
散るも無心 

花は嘆かず 

今を生きる 
 

 

 

 

 

 

いつまでも拙い文章です。お付
き合いいただきありがとうご
ざいます。(うえたにじゅんこ) 
 

 

ます。今回初めて｢まる
ごと市｣で展示され、多

くの方が見学に来られ
ました。なかなか素晴
らしいものです。 

ありがとうございました 

 

＊ 

 

  


